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自己有用感

部 長 勝木 茂

陽射しも日ごとに明るくなり、岩瀬キャン
パスの木々の葉も少しずつ緑が鮮やかになっ
てきました。４月初めの始業式、入学式から
約３週間が経ちました。
１年生も入学直後に比べると表情がずいぶ
んと柔らかくなり、明るく元気になってきた
ように感じます。もちろん教師は「きめ細や
かさ」「ていねいさ」を大切にした指導を心
がけています。でもそれだけで、１年生の表
情が柔らかくなったわけではないと考えま
す。そこには６年生の「１年生のために役に
立ちたい」という思いと行動があるからだと
思います。
入学式の前日の他学年下校後、６年生は１
年生のために様々な準備をしてくれました。
１年生の教室の後部掲示板の「桜の花びらの
飾り付け」は、画用紙に印刷された花びらを、
６年生が一枚一枚をていねいに切り取り一つ
ずつ画鋲を使って取り付けてくれたもので
す。くつ箱にも１年生が喜ぶようにとお花を
付けてくれました。６年生は、１年生のため
にどれも一つ一つていねいに準備をしてくれ
ていました。そして、準備をしているほとん
どの６年生の顔は満足そうな笑顔でした。
人は、自分が周りの人の役に立っていると

感じる時、自分は大切な人間だと思うように
なります。いわゆる自己有用感です。もちろ
ん子どもたちの場合、自己有用感が認識でき
るように、教師や親が適切に言葉かけをした
り肯定的に評価したりすることは不可欠で
す。自己有用感が高まってくると、周りへ貢
献しよう（役に立とう）という意識が高まり、
感謝の気持ちも生まれてきます。また、これ
らの積み重ねにより自己肯定感も自然に高ま
っていきます。このことは本学が大切にして
いる「感謝と奉仕のこころ」に自ずとつなが
っていくものです。先ほどの笑顔は、６年生
として頼りにされていることと、その信頼に
応え認められていることへの満足感からくる
ものだろうと思います。
６年生は他にもいろいろなお世話を自主的

にしてくれます。朝、１年生の教室に行くと、
ランドセルから必要な物をいっしょに取り出

してくれたり、トイレに連れて行ってくれた
りしている６年生の姿があります。初等部グ
ラウンドで一緒に遊んでくれている姿、雨の
日に丸玄関で一緒に傘をつぼめてくれている
姿・・・・・、１年生も６年生のお兄さんや
お姉さんが大好きです。１年生の表情が柔ら
かくなってきたのは、安心して初等部生活が
でき、毎日が楽しいということの表れだと感
じます。
４月２２日（月）初等部生全員による「新

１年生歓迎会」がありました。６年生を中心
に１年生のために行われたものです。司会を
していた６年生に「この歓迎会、自分が１年
生の時にやってもらったの覚えている？」と
聞いてみました。「よーく覚えている」との
返事でした。「そうか、やってもらったこと
への感謝の気持ちを５年後にお返ししている
ってことだね」そのような短い会話を交わし
ました。もちろん、他の学年の子どもたちも
１年生が入学してきたことでよい影響が出始
めています。一つ上の２年生は、生活科の時
間に１年生に「学校あんない」をいたしまし
た。このよい雰囲気をこれからも大切に続け
ていきたいものです。

今年のゴールデンウィークは、初等部生に
とっても、正に平成から令和にかけての１０
日間連続の休みとなります。まずは安全に過
ごすことを第一に、そしてできるだけ有意義
に過ごし、令和元年５月７日（火）みんなが
元気に登校して来てほしいと願っています。


